
三条市農業委員会だより

就
任
の
あ
い
さ
つ

三
条
市
農
業
委
員
会
　
会
長

野
　
崎
　
文
　
夫

5
月
1
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
農
業
委

員
会
初
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
会
長
と
い

う
大
役
を
拝
命
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

三
条
市
農
業
の
発
展
と
農
業
者
の
地
位
向
上
の

た
め
努
力
い
た
し
ま
す
。

農
業
の
現
状
を
み
ま
す
と
所
得
の
減
少
、
農

業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
、
耕
作
放

棄
地
対
策
、
T
P
P
交
渉
の
ゆ
く
え
等
、
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
農
業
の
あ
り
方
を
方
向
付
け
る

「
我
が
国
の
食
と
農
林
漁
業
の
再
生
の
た
め
の

基
本
方
針
・
行
動
計
画
」
　
に
よ
り
、
今
年
度
か

ら
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
　
の
取
組
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
、

持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
の
実
現
や
6
次
産
業

化
な
ど
、
農
業
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
√

私
ど
も
農
業
委
員
は
農
業
者
の
代
表
と
し

て
、
農
業
所
得
向
上
と
地
域
経
済
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
活
動
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
他
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
農
産
物
の

高
品
質
・
高
付
加
価
値
化
、
販
路
開
拓
、
食
育

推
進
等
に
よ
る
農
業
の
確
立
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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一般選挙は無投票当選となりまし

新農業委員、新役員を紹介します。
（平成24年6月29日現在）

①絹葺二岳良　①巌箱壷量
②東本成寺　　　②金子新田

①佐藤　　蒲

②中野隈

（∋坂井　和弘

（卦笠掘

「

①清水　　栄
（参桑切
③選任（農協）

（∋目黒　伸一

②北五百川

③選任（土改）

⑳

①民芸
（彰住所
③委員種別
（選任者のみ）

①刈屋　一夫

薗長沢

①佐藤　裕雄
②荒沢

会
長

会
長
代
理

第
一
調
査
部
会

部
会
長

部
会
長
代
理

第
二
調
査
部
会

部
会
長

部
会
長
代
理

第
三
調
査
部
会

部
会
長

部
会
長
代
理

野
崎
　
文
夫

坂
井
　
和
弘

村
山
佐
喜
雄

藤
田
　
吉
則

刈

屋

一

夫

五
十
嵐
俊
雄

村
井
善
一
郎

金
子
　
純
一

副
部
長

小
師

佐
藤

大
桃

原佐
藤

勉
裕
雄

仲
之

正
利満

①清澤　　正
③駒込

①大竹　正信
②島川原

部
長

山
田
　
任
典

①阿部眞佐雄
②上大浦

農
政
対
策
部
会

部
会
長
　
　
　
野
水
　
敏
秋

部
会
長
代
理
　
小
師
　
　
勉

熊
倉
　
　
睦

三
条
市
農
業
者
年
金
加
入
推
進
部

①大衡パー雄
②事野尾
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平
成
2
4
年
度

農
業
委
員
会

事
業
計
画
決
ま
る

円
高
の
影
響
な
ど
、
長
引
く
経
済
不

況
に
中
で
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
も

従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
な
ど
問
題
が
深
刻
化
し
、
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
中
で
、
農
業
者
の

公
的
代
表
機
関
と
し
て
法
律
に
よ
る
事

務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

現
場
重
視
の
提
案
・
要
請
活
動
の
取
組

や
「
目
に
見
え
る
活
動
」
「
実
行
を
確

保
す
る
活
動
」
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

農
業
者
の
地
位
向
上
に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
を
基
本
に
活
動
し
ま
す
。

1
　
会
議
関
係

佃
　
定
例
会

㈱
　
調
査
部
会

㈱
　
正
副
部
会
長
会
議

㈲
　
農
政
対
策
部
会

㈱
　
作
況
調
査
検
討
会

㈱
　
和
解
の
仲
介
委
員
会

2
　
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催

川
　
農
政
・
消
費
問
題
等
の
講
演

会
を
開
催

㈱
　
委
員
研
修
の
実
施

3
　
視
察
研
修
関
係

川
　
委
員
研
修
（
1
泊
2
日
）

㈱
　
県
内
1
日
研
修

制
　
正
副
部
会
長
研
修

4
　
的
確
な
農
地
行
政
と
構
造
政
策

の
推
進

農
地
転
用
な
ど
の
権
限
移
譲
や

転
用
規
制
見
直
し
な
ど
か
ら
一
層

の
慎
重
審
査
を
行
う
。
ま
た
、
生

産
性
の
高
い
農
業
経
営
の
実
現
や

農
用
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、

適
正
な
農
地
行
政
を
推
進
し
、
優

良
農
地
確
保
を
図
る
活
動
を
行
う
。

佃
　
農
地
の
権
利
移
動
案
件
の
意

見
決
定
に
当
っ
て
の
慎
重
審
査

㈱
　
農
地
転
用
案
件
の
意
見
決
定

に
当
た
っ
て
は
、
農
家
及
び
市

勢
の
発
展
な
ど
総
合
的
判
断
の

う
え
審
査

制
　
無
断
転
用
と
遊
休
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）
　
防
止
・
解
消
に
向

け
た
活
動
。

㈲
　
農
政
政
策
見
直
し
に
対
し

て
、
農
地
制
度
の
根
幹
維
持
を

求
め
る
活
動
。

5
　
農
政
対
策
の
推
進

用
　
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
建

議
、
意
見
公
表
、
要
望
活
動
の

実
施

㈱
　
新
し
い
農
政
改
革
三
対
策
へ

r
■

の
的
確
な
対
応

㈱
　
農
林
関
係
予
算
の
確
保
対
策

㈲
　
担
い
手
（
法
人
）
確
保
・
育

成
に
向
け
た
取
組

㈱
　
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
安

全
・
安
心
な
農
業
の
振
興

㈱
　
地
産
地
消
活
動
及
び
食
農
教

育
の
推
進

の
　
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に

関
す
る
取
組

㈱
　
そ
の
他
必
要
な
取
組

6
　
農
地
頒
行
活
動
事
業
の
充
実

規
模
拡
大
に
意
欲
あ
る
農
業
者

の
た
め
、
農
地
銀
行
活
動
事
業
を

よ
り
一
層
充
実
す
る
。

7
　
啓
発
活
動
の
充
実

農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
向
日
葵
」

編
集
強
化
で
啓
発
活
動
の
充
実
を

図
る
。

8
　
農
業
者
年
金
業
務
の
推
進

農
業
者
年
金
業
務
を
適
性
か

つ
、
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
加

入
推
進
部
長
を
中
心
と
し
て
、
次

の
事
業
を
行
う
。

研
修
会
の
開
催

9
「
全
国
農
業
新
聞
」
等
の
普
及

拡
大

「
全
国
農
業
新
聞
」
及
び
「
全

国
農
業
図
書
」
の
普
及
拡
大
に
努

め
、
農
業
者
へ
の
情
報
提
供
活
動

を
推
進

10
農
地
等
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の

補
正
整
備

農
地
の
権
利
関
係
を
的
確
に
把

握
し
、
農
地
・
農
家
等
に
関
す
る

情
報
の
管
理
を
図
る
。

⑳

●
下
限
面
積
（
別
段
面
積
）

に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
は
、
2
月
の
総

会
に
お
い
て
、
下
限
面
積
設
定
の

必
要
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
結
果
、

法
律
の
原
則
面
積
「
5

0
ア
ー
ル
」

は
変
え
な
い
と
い
う
結
論
と
な
り

ま
し
た
。

新
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及

と
定
着

新
農
業
者
年
金
加
入
者
の
拡

大
及
び
目
標
（
1
8
人
）
　
の
達
成

年
金
相
談
活
動
の
充
実

新
規
受
給
者
を
対
象
と
し
た

〔

▼
人
、
農
地
プ
ラ
ン
を

作
り
ま
せ
ん
か

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
問
題
で
、

「
5
年
後
、
1
0
年
後
の
地
域
展
望
が
描

け
な
い
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
地
域
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？
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〈農業委員担当地域表〉

農
地
・
農
年
に
関
す
る

相
談
は
農
業
委
員
へ
∫

農
地
に
関
す
る
売
買
あ
っ
せ
ん
、
貸
し
借
り
、

転
用
、
農
業
者
年
金
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

地域 担 当 委員 電 話 担 ・当　　 区　　 域 地域 担 当委 員 電 話 担　　 当　　 区　　 域

条

地

域

のぎき　 ふみお野 崎　 文 夫 33 －24 8 5

荒 町 ・石 上 ・栗 林 1 ・栗 林 2 ・

上 田 島 ・東 三 条 ・北 中 ・興 野 ・

一 ノ木 戸 ・裏 館 ・新 光 ・嘉 坪 川 ・

島 田 ・西 本 成 寺 1 ～ 西 本 成 寺 3 ・

四 日町 ・東 新 保 ・曲渕 ・北新 保 ・

南 新 保 ・直 江 町
栄

地

域

阿部 新 一 郎 45－28 4 0 鬼 木新 田 ・鬼 木

ひらやまさ きお村 山佐 喜 雄 45－22 2 8
尾崎 ・今 井 ・今 井 野 新 田 ・

泉新 田 ・岡野 新 田 ・月 喰 新 田

ーからしとしわ
五 十 嵐 俊 雄 32 －9 8 20 塚 野 目 1 ～ 塚 野 目 8 小 林 六 一

たかや王 ひろL高 山　 博

45－34 4 2

4 5－33 9 8

福 島 乙 ・新 堀 ・東 光 寺 ・

若宮 新 田

鶴 巻　 純 一 38－6 84 8
鶴 田 1 ～ 鶴 田 3 ・下 谷 地 ・西 潟 ・

敦 田 ・午 ケ島 ・三 柳

山 ノ内　 正 45－27 2 9
福 島 甲 ・福 島丙

一 ツ屋 敷 新 田 ・猪 子 場 新 田
たなべ みのる
田遽 稔

つるまき としき鶴 巻 俊 樹

38－8 70 7

3 8－84 8 1

井 栗 西 部 1 ～ 井 栗 西 部 4

井 栗 中 部 1 ～ 井 粟 中 部 3

井 栗 東 部 1 ～ 井 栗 東 部 3 ・北 野 ・

白 山

うちやま　 きよし内 山　 清 45－38 7 1 小 滝 ・高安寺 ・大 面 ・北潟 ・矢 田

金 子　 純 一 45－27 9 3 吉野屋 ・蔵内 ・茅 原 ・戸 口 ・安代

おおもも　 のぶゆき大 桃　 仲 之 38－38 3 6 須戸 ・柳場 ・柳 川 1 ～柳 川 4 ・三貰 地 こもろ　 つとむ小 師　 勉 45－21 3 2 前谷内 ・帯織 ・山王 ・岩淵 ・栄荻島

村 井 善 一 郎 34－35 0 7

東 本 成 寺 ・土場 ・西 中 ・五 明 ・

下

田

地

域

さとう　 みつる佐 藤　 満 46－24 6 6

楢 山 ・花 渕 ・上 組 ・中 絶 ・

下 新 田 ・片 口 ・新 保 ・枝 郷 ・ 下 組 ・中 野 原 ・荻 堀 上 ・

緑 ヶ丘 ・吉 田 荻 掘 下

ひろかわ　 でつや
廣 川　 哲 也 34－23 7 8

東 鱈 田 ・金 子 ・袋 ・商 人 蔵 ・人 蔵

西 鱒 田 ・長 嶺

しみず　 さかえ清 水　 栄 46－25 6 4 原 上 ・原 下 ・桑 切

かりや　 かすも
刈 屋　 一 夫 46－29 4 9 笹 巻 ・福 沢 ・大 沢 ・長 沢

ふした　 よしのり
藤 田　 吉 則 34－07 8 1 如 法 寺 ・月 岡 ・諏 訪

がわざわ　 まさし
清 澤　 正 46－32 2 8 駒込上 ・駒込中 ・駒込下 ・広手 ・大平

ささげ　 はまれ捧　　 馨 38－69 2 4

東 明 寺 ・中 東 ・田 中 ・合 屋 ・上 野
あ ′く　 さ わ
阿 部 眞佐 雄 46－38 3 9

高 屋 敷 ・滝 谷 ・島 潟 ・福 岡 ・

原 ・向 ヒ村 ・高 田 ・三 竹 ・下 坂 井 ・

北 人 蔵 ・麻 布 ・篭 場 ・中 新 ・漆 島 ・

西 大 崎

高 岡 ・下 大 浦 ・馬場 ・上大 浦

大 竹　 一雄 47－24 6 0
遅 場 ・葎 谷 ・濁 沢 ・早 水 ・

牛 野 尾 ・長 野 ・庭 月 ・八 木 前
渡 遵 一 英

あ ペぎんしろう阿 部 銀 次 郎

38－8 16 7

3 8－89 10

成 沢 道上 面 ・布 施 谷 ・布 施 和 田 ・

ニ ッ 山 ・本 所 ・中村 ・中央 ・

赤 坂 官 ノ 浦 さかし かずひろ坂 井 和 弘

めぐろ し人いち
目黒 伸 －

47－27 1 5

4 7－25 5 5

名 下 ・栗 山 ・塩 野渕 ・笠堀 ・

大 谷 地 ・南五 百 川 ・

北 五 百 川 ・院 内
のみず　 としあき
野 水　 敏 秋 34－09 4 1

上 須 頃上 ・上須 頃東 ・上 須 頃 中

上 須 頃下 ・下須 頃上 ・下 須 頃 下 さとう　 ひろお佐 藤　 裕 雄 46－38 6 3 森町 ・田屋 ・棚 鱗 ・荒沢 ・小長沢

やまだ　 よしのり
山 田　 佳 典 34－39 7 2

大 島 1 ～ 大 島 3 ・荻 島上 ・荻 島下

代 官 島上 ・代 官 島 中 ・代 官 島 下 ・

井 戸 場

大 竹　 正 信 46－45 1 2
江 口 ・島川 原 ・南 中 ・上 飯 田 ・

中 飯 田 ・下飯 田 ・鹿 峠

栄

地
区

ほしの　 えいじ
星 野　 英 治 45－35 3 7 小 古 瀬 ・中 島 ・千 把 野 新 田

くまくら　 むつみ
熊 倉　 睦 46－4 1 3 1

小 外 谷 ・曲谷 ・牛 ヶ首 ・落 合 ・

上 谷地 ・蝶 名 林 ・中 浦 ・新屋 ・

鹿 熊
はち　 まきとし原　 正 利 45－23 4 5 善 久 寺 ・芹 山 ・渡 前 ・中 曽根 新 田

地
域
の
皆
さ
ん
が
話
し
合
っ
て
「
人

と
農
地
の
問
題
」
を
解
決
す
る
地
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
農

業
委
員
、
農
業
委
員
会
が
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

☆
集
落
・
地
域
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、

次
の
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
す
。

①
今
後
の
中
心
と
な
る
経
営
体
（
個

人
、
法
人
、
集
落
営
農
）
　
は
ど
こ
か

②
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地
の

集
め
方

③
中
心
と
な
る
経
営
体
と
そ
れ
以
外

の
農
業
者
を
含
め
た
地
域
農
業
の

あ
り
方

▼
人
、
農
地
プ
ラ
ン
に
は
、
色
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

☆
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
、

①
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

②
農
地
集
積
協
力
金
　
（
中
心
と
な
る

経
営
体
に
農
地
を
提
供
す
る
方
）

③
ス
ー
パ
ー
L
資
金
の
5
年
間
無

利
子
化
（
認
定
農
業
者
）
　
な
ど
の

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
計
画
は
随
時
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

最
初
か
ら
完
全
な
プ
ラ
ン
で
な
く
と
も
、

必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
順
次
拡

大
し
て
い
く
こ
と
で
構
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市
農
林
課
ま
た
は
農
協

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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⑳

日
本
全
国
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
暴

風
。
三
条
市
内
も
4
月
3
日
か
ら
風
が

強
く
な
り
、
午
後
9
時
9
分
に
は
瞬
間

最
大
風
速
で
2
6
・
1
メ
ー
ト
ル
　
（
消
防

本
部
調
べ
）
　
を
観
測
し
た
。

今
回
の
暴
風
は
通
称
、
爆
弾
低
気
圧

と
言
わ
れ
、
2
4
時
間
に
中
心
気
圧
が
2
4

－

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
以
上
低
く
な
る
温
帯

低
気
圧
　
（
新
聞
紙
面
）
　
の
事
。

関
係
で
は
‥
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

ロ
が
数
多
く
発
生
し
、
大
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。
ま
さ
に
育
苗
作
業
の
始

ま
る
時
期
、
そ
れ
と
資
材
不
足
で
田
植

に
自
然
が
変
わ
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

人
間
は
自
然
か
ら
生

か
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
何
が
起
き
て
も
対

応
し
立
ち
向
か
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
地
球

と
い
う
素
晴
ら
し
い
自

然
を
人
間
が
破
壊
す
る

事
は
決
し
て
許
さ
れ
な

い
だ
ろ
う
。

無
事
に
田
植
え
も
終

わ
り
、
5
月
末
に
は
、

早
苗
が
水
田
の
中
で

青
々
と
輝
き
、
元
気
な

姿
を
見
せ
て
い
た
。

（
金
子
）

⑳　●　◎　⑳　○　⑳　○　●　○　⑳　○　⑳　⑳　¢　⑳　⑳　◎　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　0　⑳　0　⑳　○　⑳　0　⑳　◎　⑳　⑲　●　⑳　●　⑳　⑳　0　⑳　0　⑳　○　⑳　○

水
田
の
景
観
を

保
つ
雑
草
対
策

水
田
畦
畔
の
雑
草
対
策
は
、
一
般
的

に
は
、
除
草
剤
を
使
っ
た
管
理
や
、
草

ど
し
て
、
雑
草
を
完
全
に
駆
除
し
て
お

く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
防
草

シ
ー
ト
を
下
地

好
で
日
当
た
り
の
良
い
と
こ
ろ
を
好
み

湿
潤
土
壌
や
日
陰
に
は
適
さ
な
い
。
花

は
白
く
小
花
で
6
月
か
ら
9
月
頃
ま
で

を
入
れ
た
後

る
。
な
お
、
止

は
除
草
が
必
虚

誹
る
と

生
育
は
早
い
舶

無
数
に
咲
く
。
種
子
ル

株
分
け
や
茎
き
し
等

せ
ら
れ
る
。
ま
た
、

る
が
根
雪
日
数
1

2
0
日

消
雪
後
は
葉
は
す
べ

く
茎
も
茶
褐
色
に
満

が
、
気
温
上
昇
と
共

高

レ
に
よ
る
枯

る
。
ミ
ツ
バ

で
寄
っ
て
く

ン
等
の
産
地
で

い
る
場
合
、
「

、
ム

が
あ

好
ん

メ
ロ

し
て

ソ

ウ
」

菓

る
。導

入
に
あ
た
っ

て
は
、
植
え
付
け
前
に
は
植
栽
し
よ
う

と
す
る
場
所
に
除
草
剤
を
散
布
す
る
な

（

と
隣
接
し
て
栽
培
す
る
と
着
果
不
良
を

招
く
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

こ
の
様
な
植
物
を
植
栽
す
る
こ
と
に

よ
り
美
し
い
水
田
畦
畔
が
保
た
れ
る
。

（
阿
部
新
）
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箋
表
裏
彗
芸
蔓
蔓
箋
箋
蔓
還
霊
責
凛
窯
雲
蔓
芸
蔓
蔓
箋
還
蔓
還
蔓
等
屈
鰯
彗
雲
頑
竃
茎
凛
表
題
蔓
竃
應
羞
雲
東
男
義
議
表
羞
表
芸
雲
茎
竃
表
蔓
讃
実
讃
還
意
義
雲
蔓
蔓
還
竃
宗
男
竃
羞
凛
義
男
責
竃
窯
表
芸
彗
蔓
蔓
蔓
蔓
喜
芸
蔓
蔓
蔓
頂

苗を構植えJ
一山＿＿＿＿＿＿　・

大豆が肥料になる

●●●●●●■●●●●●●●　●●●●●

圧垂直］甥窄鱒．．…

畝はなるべく高く

栽培の手順

1　30～50cmの高い畝を作る。

2　苗の先端の葉を残し、全て切り落とす。切り口を数分乾かす。

3　根を水に浸す云水やりはこれ1回で栽培の最後まで不要。

4　苗を横にして、茎にも薄く土をかぶせる。深く植えない。

5　頭頂部に土で枕。（病害虫予防）

6　苗1つに対して大豆を2粒、畝の両端あたりに1個ずつ植える。

7　頭頂部が起きてから2日以内に支柱を結ぶ。

ヽ
土の枕

苗を横にして植える

補足

1　苗が小さい間、花は摘み取る。

2　初心者は苗から育てる。自分で種とりができるようになっ
たら種から育てる。

新たに根から生えた大量の根。 大豆の根についた根粒菌
がトマトの肥料になる。

上の葉だけ残しさみしくなった苗

栽培のポイント

1トマトの原産地は降水

量の少ない南米アンデス

で湿度を嫌うので、高畝

にする。

2　苗の葉を取って横植え

し根量を増やす。（不定

根の利用）

3　苗1つに対して大豆2
粒を肥料目的で植える。

（根に着く根粒菌が肥料

となる）

盤
蔓
賢
き
き
賢
を
蔓
賢
賢
賢
ぎ
賢
賢
夏
姿
■
賢
■
蔓
碧
を
邑
宣
旨
賢
を
蔓
夏
姿
賢
を
鼓
■
賢
賢
賢
賢
覧
）
家
計
蔓
等
㌢
蔓
ぎ
訂
賢
賢
宮
野
賢
巨
富
等
財
巨
富
を
賢
蔓
賢
旨
旨
を
賢
賢
5
賢
覧
蔓
蔓
を
蔓
宣
旨
蔓
－
喜
－
旨
蔓
）
」
喜
整
髪
を
畏
賢
誉
賢
賢
賢
賢
賢
監
蔓
賢
覧
）
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9
月
1
日

農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

▲山＿－．－－小山山二▼＿

平
成
2
2
年
度
か
ら
農
業
委
員
に
よ
る

農
地
利
用
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
農
地
を
対
象
に
、
耕
作
放
棄
を
し

て
農
地
が
荒
れ
て
な
い
か
、
適
正
な
管

理
が
さ
れ
て
る
か
、
不
法
投
棄
が
無
い

か
等
の
調
査
を
し
ま
す
。

今
年
は
重
点
地
域
を
下
田
地
区
と
し

て
、
現
場
調
査
を
行
い
、
農
地
へ
の
立

入
や
お
話
を
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑳　⑳　◎　⑳　⑳　⑳　◎（蓼　⑳　◎　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　0　⑳　0

H24．4．6　下田地区　クリーン大作戦

冨乱弓
屏紺

地11
展
開

［
」
　
「
」

リ

日
　
に

一

　

二

4
月
6
日
、
農
地
に
捨
て
ら
れ
た
空

き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
「
農
地

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
実
施
。
農
業
委

員
ら
総
勢
3
4
人
が
、
三
条
地
区
、
栄
地

区
、
下
田
地
区
の
3
班
に
分
か
れ
、
ゴ

ミ
袋
を
手
に
、
雪
の
ち
ら
つ
く
中
、
1

地
区
平
均
1
1

k
m
の
行
程
を

き
れ
い
に
し

ま
し
た
。

一
ぶ
、
γ
…
1
1
津
ガ
誹
ぷ
ガ
～
渥

∬
≠
炸
誹
≠
〃
諦
宜
甘
心
牢
朋

○申請書の締め切り日は毎月10日です

農地の所有権移転や農地転用許可申請などの締

め切りは毎月10日（10日が休日の場合は翌日又は

翌々日）となっています。

農地の売買、貸借などの締め切り日

農地法第3条、4条、5条、基盤強化法関係

8月10日幽　　9月10日伯）

10月10日㈱　11月12日個）

12月10日胴）　1月10日休）

総　会　開　催　日

7月31日㈹　　8月31日睡）

9月28日（劉　10月31日㈱

11月30日（金　12月27日㈱

1月31日㈱　　2月28日休）

生産だけでない、農業ビジネスを女性の視点

から魅力あるものへと熱く伝える。

山形ガールズ農場　代表　菜穂子さん

5月27日　三条東公民館で三条まんま塾

（食と農の連携協議会）主催の講演会がありました。

塾は、食青によって、市民が健康で、農業が盛んな、

「生き生きとしたまち三条」を目指しています。

◎　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　0　◎　○　⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　0　◎　0　⑳　◎　㊨　⑳　◎　○　◎　○　⑳　⑳　⑳　⑳

◆
◇
◆
◇
編
集
後
記
◆
◇
◆
◇

今
年
は
日
本
全
体
が
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
の
年
で
あ
り
、
三
条
市
で
も

附
年
の
7
・
2
9
水
害
か
ら
の
復
旧
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
作
付
け
で
き
な

か
っ
た
各
所
で
農
地
の
復
旧
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
「
担
い
手
不
足
」

に
つ
い
て
、
国
が
新
規
就
農
者
や
地
域
・

集
落
を
支
援
す
る
形
で
今
年
か
ら
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
は
他
に
農
地
集
積
の

促
進
や
融
資
制
度
の
優
遇
な
ど
も
考
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
者
の
高
齢
化
や

耕
作
放
棄
地
増
加
に
も
ス
ト
ッ
プ
が
か

か
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
農
業
委
員
会
は
新
し
い
3
年
の

初
年
度
と
い
う
こ
と
で
気
持
ち
を
新
た

に
、
適
正
な
農
地
行
政
に
努
め
る
と
と

も
に
農
業
・
農
村
・
農
業
者
の
振
興
の

た
め
に
役
立
つ
情
報
を
各
農
業
委
員
と

「
向
日
葵
」
を
通
じ
て
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

大
竹
　
正
信

田
遵
　
　
稔

廣
川
　
哲
也

内
山
　
　
清

阿
部
眞
佐
雄

金
子
　
純
一

渡

遵

一

英

阿
部
新
一
郎

蒲
揮
　
　
正

日
脚
剖
沖
淋
鼎
加
砂
新
婦
・
油
苛
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